
 

 1 

主        文 

１ 本件控訴を棄却する。 

２ 控訴費用は控訴人の負担とする。 

事 実 及 び 理 由  

第１ 控訴の趣旨 

１ 原判決を取り消す。 

２ 被控訴人は、控訴人に対し、１１００万円及びこれに対する令和４年１２月１

５日から支払済みまで年３％の割合による金員を支払え。 

３ 訴訟費用は、第１、２審とも被控訴人の負担とする。 

４ 仮執行宣言 

第２ 事案の概要（略称等は、特に断らない限り、原判決の表記による。） 

１ 本件は、控訴人が、被控訴人に対し、北九州市議会において令和４年１２月１

５日付けでされた原判決別紙２記載の決議（本件決議）が、控訴人の信教の自由

を侵害するものであり、名誉棄損にも当たるなどして違法であるとして、国賠法

１条１項に基づき、慰謝料等の損害賠償金１１００万円及びこれに対する不法行

為（本件決議）の日である同日から支払済みまで民法所定の年３％の割合による

遅延損害金の支払を求めた事案である。 

原審は、控訴人の請求を棄却したところ、控訴人がこれを不服として、控訴を

した。 

２ 前提事実、争点及び争点に関する当事者の主張は、以下のとおり補正するほか

は、原判決の「事実及び理由」欄の「第２ 事案の概要」の２及び３に記載のと

おりであるから、これを引用する。 

（１） 原判決３頁２１行目の「１５年」を「２１年」と改める。 

（２） 原判決５頁１３行目の「適示」を「摘示」と改める。 

第３ 当裁判所の判断 

     当裁判所も、控訴人の請求は理由がないものと判断する。 
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  その理由は、以下のとおり補正するほか、原判決の「事実及び理由」欄の

「第３ 当裁判所の判断」の１及び２に記載のとおりであるから、これを引用

する。 

（１） 原判決７頁１７行目の「令和４年」から１８行目の「宗教法人法」まで

を「控訴人について宗教法人法に基づく解散命令の請求等による厳正な対

応を検討する意向を示していたところ、令和４年１０月１７日、文部科学

大臣に対し、控訴人に同法」と改める。 

（２） 原判決８頁１０行目冒頭から１２行目までを、以下のとおり改める。 

「  控訴人は、平成２１年２月１２日、教会指導者に対し、物品販売活動

との関わりを問われるような誤解や嫌疑を受けることのないように、ま

た、信者らの活動が社会的問題や事件として疑われることのないよう

に、指導を徹底するよう指示することを内容とする「教会指導者に対す

る注意と指導」（以下「コンプライアンス宣言」という。）を発したが

（甲７）、全国弁連の被害集計数上、平成２１年以降令和４年までの１４

年間のうち９年について、１年間の被害金額が１０億円を上回り、令和

４年には約４５億円に達していた（乙４５）。 

（14） 平成５年頃以降、控訴人を被告とする損害賠償請求訴訟等の訴えが提

起され、霊感商法、献金勧誘行為の違法性等を理由として賠償金の支払

を命ずる判決が言い渡されるようになり、その中には平成２１年のコン

プライアンス宣言以降の違法行為を認定したものもあった（弁論の全趣

旨）。」 

（３） 原判決１０頁９行目の「及び」から「別紙２）」までを削除し、１９行目

の「公表内容（認定事実(13)）」を「公表内容及び裁判例（認定事実(13)、

(14)）」と改める。 

（４） 原判決１１頁５行目の「前提事実」の後に「及び認定事実」を加え、１

７行目の「関係がない」の後に「反社会的活動に係る」を加える。 
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（５） 原判決１２頁１１行目及び１７行目の各「少なくとも」の前に「摘示さ

れた事実の主要部分は真実と認められ、」をそれぞれ加え、１５行目の「か

ねない」」の後に「、「よって、本市議会は、旧統一教会との関係で、行事

への参加やメッセージなどの送付、会費の納付等の関係を一切持たないこ

とをここに宣言する。」」を加え、２１行目の「適示」を「摘示」と改め

る。 

第４ 結論 

  よって、原判決は相当であり、本件控訴は理由がないから棄却することとし

て、主文のとおり判決する。 
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